
数専ゼミ・山形東原教室

数専ゼミでは，”学びたい”が学べます

Ì 2024.1.13(土)

何をどのように教えてもらえますか？

生徒のひとり一人の「学習目標」に応じて，個別に学習指導をします。

(1) 学校の定期テスト対策

学校で学習している内容を

・整理し， （言葉，規則，定理，問題の解き方なとを整理して理解する学習です。）

・練習し， （理解したことを，問題を解く時に使えるようにする学習です。）

・応用する （教科書の節末や標準的な入試問題を解く力をつける学習です。）

学習を指導します。

これをきちんとやりきると，およそ定期テストでは９０点台の得点ができるはずです。

そのために

・体系的で系統的に構成された「数専ゼミオリジナル教材」を使って指導します。

（５２年間，志望校に合格してきた生徒が実際に塾で学習してきた実績ある教材です。）

教材の多くの実物サンプルを数専ゼミのホームページでご覧いただけます。

→Link：｜Essay｜

「解けない」を潰す指導

解いた問題は１問ずつ先生が添削し，記録をとります。

「まちがった問題」については，まちがいなおしの指導をし，理解していない”基礎”知識が見

つかったときには，その”基礎”知識の補充指導をします。

また，「まちがった問題」は，家で解き方を覚えてきてもらって，次回に再テストをします。

これを解けるようになるまで繰り返します。これが，「解けない」をつぶす指導であり，この部

分の学習だけが学力をつける源泉となります。逆に，この部分の学習をしないと，勉強しても学

力が身につかないということです。

「アウトプット」する学習は現在もっている学力の質とレベルを確認するだけであり，「インプ

ットする」学習だけが持っている知識の質を高め，レベルをあげることになります。

つまり，問題を解いているだけでは数学力は身につかないということです。

この学習・指導プロセスを記録した「学習記録」は毎回作成し，次回に生徒に渡します。

この「学習記録」をみることで，どの問題が解けて，どの問題がまだ解けていないかを”視覚的

に”理解できます。

「解けていない問題」を解けるようにすることで，”理論的には”試験範囲の問題で解けない問
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http://suusenn.com/
http://suusenn.com/Essay/Essay_MENU.html


題がなくなるわけですから，次のテストでは１００点がとれることになります。

ただ，解けるようにする学習をしなければ，テストではその問題は解けません。

塾で指導を受けても成績のあがらない場合は，この「解けるようにする」学習をしていません。

端的にいえば，この「解けるようにする学習」の部分だけが，数学力を身につける学習というこ

とができます。「解けない」を「解けるにする」わけですから当然といえますが…。

だから，この「学習記録」を見ることで，保護者の方にも塾で何を勉強して，どのような効果が

出ているのかを知っていただくことができます。

また，この「学習記録」を見ることで，学校のテストのように”何点”としての学力ではなく，

具体的に習得した学力の具体的な内容とレベルを知ることができます。

また，まだ習得できていない知識を知ることができるので，家でどんな内容を復習させればよい

かを知ることができます。家庭での学習の方法を示してくれる”羅針盤”となります。

＊「学習記録」のサンプルは，こちらからご覧になれます。

→Link：｜Essay｜→ Ì学習計画書_m73 ／中１数・方程式「学習記録m73」／学習サンプル

＊なお，「学習記録」に載っているすべての項目を学習するわけではありません。

あきらかに解けると思える問題はとばしますし，学校で扱っていない問題もとばします。

入試レベルの問題で，学校で扱っていない問題も多く入っていますが，その生徒の能力に応じ

て学習しておいた方がいいと思われる問題については，学習させます。

質問指導

家で勉強していて解けない問題があったときは，塾の日でなくともＦＡＸやスマホを使って教え

てもらえます。

質問のしかたについてはこちらをご覧下さい。

→Link：｜suusenn.com｜→ ＦＡＸ・スマホを使った質問指導

(2) 苦手対策

苦手だから，独りでは，参考書を読んでもその内容が理解できないし，問題が解けないから時間

がかかります。

しかし，苦手なままでほっておくと，その苦手分野を使って学ぶ次の学習が分からなくなり，さ

らに次から次へと分からなっていきます。

数学全体が苦手になるときの典型的な原因です（数学は積み上げの教科であるからです）。

学校では個人的な苦手を個別に指導してくれませんので，塾で専門家の指導を受けることが最も

効果的かつ効率的な対策といえます。

学校のテストや校外模試で点が取れない，あるいはよくまちがえる単元を基本から積み上げる学

習です。

あるいは，単元のなかの特定分野だけを集中的に学習することもできます。

たとえば，小学算数なら，小数のわり算とか割合とか比など…

中学数学なら，方程式の文章題とか１次関数の応用問題とか証明問題など…
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高校数学なら，確率とか漸化式とか三角関数とか微分積分とかベクトルなど…

学習・指導方法は(1) 学校の定期テスト対策の場合と同じです。

(3) 受験対策

入試問題のむずかしさは，問題を解くのに必要な知識ではなく，出題者の誘導を見抜き，その誘

導に乗って問題いかに素速く解くかという技術にあります。

この技術を習得するためには「予備校の模試」や「過去問」を繰り返しやることです。

そこで，受験対策として，次の２つの側面から学習をします。

①入試問題を解くための”基礎”を強化する学習

「基礎」をもっていないと，入試問題を解くことも，その解説を理解することもできません。

だから，入試に頻出の単元の”基礎”のあぶない人はこの部分の学習をします。

「出題傾向」と「その人の苦手」などを考慮して学習する単元や学習内容を選びます。

これはいつからでも学習できます。

②「過去問」や「模試問題」を解くことで，”基礎知識”の使い回しかたを身につける学習

”基礎”のしっかりしている人は，いつからでもこの学習ができます。

”基礎”ができていない人がいきなりこの学習をやると，問題を解くのに時間がかかったり，

理解ができないところが出てきて，学習が進まず，学習効果がでません。

その場合は，①「基礎」の学習から入ります。「急がば回れ！」ということです。

学習の実際

上の３つの学習目標は自由に選択できます。

また，途中で学習目標を変えることもできます。その場合は，先生に申し出て下さい。

また，複数の学習目標を並行して学習することもできます。

（この場合は，学習する内容が多くなるために，週２コマ以上を受講する必要があります。）

解法パターンと問題の構成

数専ゼミの教材は，問題が解法パターン別に配列され，かつ，それぞれの解法パターンは，

「例題－例題のチェック問題－演習問題（数題）－発展問題(数題)」で構成されております。

だから，ある解法パターンの問題が解けなくとも，その問題に続く同じ解法パターンの問題を解

くことで，「解けない」を「解ける」にすることができます。

《問題構成》のイメージ図

解法パターン①：例題→チェック→演習１→演習２→演習３→演習４→発展１→発展２

解法パターン②：例題→チェック→演習１→演習２→発展１→発展２→発展３→発展４

…

解法パターン⑦：例題→チェック→演習１→演習２→演習３→演習４→演習５→発展１

「解法パターン」というのは，例えば，方程式の文章題（食塩水の濃度）でいえば，
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解法パターン①：「食塩水＋食塩水」の問題

解法パターン②：「食塩水＋食塩」の問題

解法パターン③：「食塩水＋水」の問題

解法パターン④：「食塩水－水(蒸発)」の問題

解法パターン⑤：「取り出して混ぜる」問題

などのことです。

すべての単元には，このようにいくつかの「解法パターン」があります。

それぞれの単元には，どのような「解法パターン」があるかは，

単元の「学習計画書」の項目(学習目標)欄に，リストアップしてあります。

これを見ると，この単元ではどんな問題が解けるようになればいいのかが具体的にわかります。

それぞれの単元の「学習目標」については，数専ゼミのホームページでご覧になれます。

→Link：｜suusenn.com｜の★学習計画書★の学習ＭＥＮＵから入って下さい。

数理・言語（英語・国語）の個別指導教室

数専ゼミ・山形東原教室
〒９９０－００３４ 山形市東原町二丁目１０番８号

ＴＥＬ：（０２３）６３３－１０８６ ／ ＦＡＸ．（０２３）６３３－１０９４

メールアドレス： suusen@seagreen.ocn.ne.jp
詳しくは→ホームページＵＲＬ： suusenn.com
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